
(57)【要約】

【課題】　電気特性を同様に留め、使用される絶縁マス

の量を少なくとも半減させる、パワー半導体モジュール

用の基板を内部電気絶縁するための方法を紹介する。

【解決手段】　方法ステップとして、少なくとも１つの

パワー半導体素子（３０）と、回路に適した接続部（３

２）とを有する基板（２０）の形成と、注形法により粘

性の誘電絶縁マス（７０）を用いた基板（２０）の表面

被覆と、絶縁マス（７０）の架橋の開始と、設けられて

いるボンディング接続部（３２）を絶縁マス（７０）が

確実に被覆するため、及び、過剰の絶縁マス（７０）が

滴下し得るための、縦軸線（ｘ軸線）を中心にした基板

（２０）の回転と、パワー半導体モジュールのハウジン

グ（６０）内における基板（２０）の配設とを含んでい

ること。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 パ ワ ー 半 導 体 モ ジ ュ ー ル 用 の 基 板 （ ２ ０ ） を 内 部 電 気 絶 縁 す る た め の 方 法 で あ っ て 、 そ
の パ ワ ー 半 導 体 モ ジ ュ ー ル が 、 カ バ ー を 備 え た フ レ ー ム 状 の 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ （ ６ ０ ） と 、
絶 縁 基 板 （ ２ ０ ） と を 有 し 、 こ の 基 板 （ ２ ０ ） が 、 少 な く と も １ つ の 導 体 パ ス （ ２ ６ ） と
、 こ の 導 体 パ ス （ ２ ６ ） 上 に 配 設 さ れ て い る 少 な く と も １ つ の パ ワ ー 半 導 体 素 子 （ ３ ０ ）
と を 有 し 、 こ の パ ワ ー 半 導 体 素 子 （ ３ ０ ） が 、 コ ネ ク タ 要 素 （ ８ ０ ） 、 他 の 導 体 パ ス （ ２
６ ） 、 及 び ／ 又 は 、 他 の パ ワ ー 半 導 体 素 子 （ ３ ０ ） と 、 好 ま し く は ボ ン デ ィ ン グ 接 続 部 （
３ ２ ） を 用 い 、 回 路 に 適 し て 接 続 さ れ て い る 、 前 記 方 法 に お い て 、
　 次 の 本 質 的 な ス テ ッ プ 、 即 ち 、
・ 　 少 な く と も １ つ の パ ワ ー 半 導 体 素 子 （ ３ ０ ） と 、 回 路 に 適 し た 接 続 部 （ ３ ２ ） と を 有
す る 基 板 （ ２ ０ ） の 形 成 ；
・ 　 注 形 法 に よ り 粘 性 の 誘 電 絶 縁 マ ス （ ７ ０ ） を 用 い た 基 板 （ ２ ０ ） の 表 面 被 覆 ；
・ 　 絶 縁 マ ス （ ７ ０ ） の 架 橋 の 開 始 ；
・ 　 設 け ら れ て い る ボ ン デ ィ ン グ 接 続 部 （ ３ ２ ） を 絶 縁 マ ス （ ７ ０ ） が 確 実 に 被 覆 す る た
め 、 及 び 、 過 剰 の 絶 縁 マ ス （ ７ ０ ） が 滴 下 し 得 る た め の 、 縦 軸 線 （ ｘ 軸 線 ） を 中 心 に し た
基 板 （ ２ ０ ） の 回 転 ；
・ 　 パ ワ ー 半 導 体 モ ジ ュ ー ル の ハ ウ ジ ン グ （ ６ ０ ） 内 に お け る 基 板 （ ２ ０ ） の 配 設
を 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 パ ワ ー 半 導 体 モ ジ ュ ー ル 用 の 基 板 （ ２ ０ ） を 内 部 電 気 絶 縁 す る た め の 方 法 で あ っ て 、 そ
の パ ワ ー 半 導 体 モ ジ ュ ー ル が 、 カ バ ー を 備 え た フ レ ー ム 状 の 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ （ ６ ０ ） と 、
絶 縁 基 板 （ ２ ０ ） と を 有 し 、 こ の 基 板 （ ２ ０ ） が 、 少 な く と も １ つ の 導 体 パ ス （ ２ ６ ） と
、 こ の 導 体 パ ス （ ２ ６ ） 上 に 配 設 さ れ て い る 少 な く と も １ つ の パ ワ ー 半 導 体 素 子 （ ３ ０ ）
と を 有 し 、 こ の パ ワ ー 半 導 体 素 子 （ ３ ０ ） が 、 コ ネ ク タ 要 素 （ ８ ０ ） 、 他 の 導 体 パ ス （ ２
６ ） 、 及 び ／ 又 は 、 他 の パ ワ ー 半 導 体 素 子 （ ３ ０ ） と 、 好 ま し く は ボ ン デ ィ ン グ 接 続 部 （
３ ２ ） を 用 い 、 回 路 に 適 し て 接 続 さ れ て い る 、 前 記 方 法 に お い て 、
　 次 の 本 質 的 な ス テ ッ プ 、 即 ち 、
・ 　 少 な く と も １ つ の パ ワ ー 半 導 体 素 子 （ ３ ０ ） と 、 回 路 に 適 し た 接 続 部 （ ３ ２ ） と を 有
す る 基 板 （ ２ ０ ） の 形 成 ；
・ 　 少 な く と も １ つ の パ ワ ー 半 導 体 素 子 （ ３ ０ ） を 装 備 し た 側 を 用 い た 、 粘 性 の 誘 電 絶 縁
マ ス （ ７ ０ ） 内 へ の 基 板 （ ２ ０ ） の 浸 漬 ；
・ 　 絶 縁 マ ス （ ７ ０ ） の 架 橋 の 開 始 ；
・ 　 絶 縁 マ ス （ ７ ０ ） を 用 い た 、 設 け ら れ て い る ボ ン デ ィ ン グ 接 続 部 （ ３ ２ ） の 確 実 な 被
覆 と 、 過 剰 の 絶 縁 マ ス （ ７ ０ ） の 滴 下 ；
・ 　 パ ワ ー 半 導 体 モ ジ ュ ー ル の ハ ウ ジ ン グ （ ６ ０ ） 内 に お け る 基 板 （ ２ ０ ） の 配 設
を 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 基 板 （ ２ ０ ） が 滴 下 中 に 一 時 的 に そ の 垂 直 軸 （ ｚ 方 向 ） を 中 心 に 回 転 さ れ 、 そ れ に よ り
滴 下 が 加 速 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 適 切 な 絶 縁 マ ス （ ７ ０ ） の 架 橋 が 紫 外 光 の 作 用 に よ り 開 始 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 適 切 な 絶 縁 マ ス （ ７ ０ ） の 架 橋 が 熱 の 作 用 に よ り 開 始 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項
１ 又 は ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 各 々 の 滴 下 ス テ ッ プ が 真 空 付 勢 下 で 実 施 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記
載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
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　 絶 縁 マ ス （ ７ ０ ） が 、 １ ０ １ ５ Ｏ ｈ ｍ よ り も 大 き い 固 有 体 積 抵 抗 と 、 ４ ０ ０ ｍ Ｐ ａ ・ ｓ
と １ ４ ０ ０ ｍ Ｐ ａ ・ ｓ と の 間 の 粘 性 と 、 ２ .５ と ３ と の 間 の 誘 電 率 と を 有 す る こ と を 特 徴
と す る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 誘 電 絶 縁 マ ス （ ７ ０ ） を 用 い た 基 板 （ ２ ０ ） の 表 面 被 覆 が 、 圧 力 支 援 さ れ た ツ イ ス ト 噴
出 注 形 法 に よ り 実 施 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 パ ワ ー 半 導 体 モ ジ ュ ー ル 用 の 基 板 を 内 部 電 気 絶 縁 す る た め の 方 法 に 関 す る 。
こ の 種 の パ ワ ー 半 導 体 モ ジ ュ ー ル は 、 カ バ ー を 備 え た フ レ ー ム 状 の 絶 縁 プ ラ ス チ ッ ク ハ ウ
ジ ン グ と 、 絶 縁 基 板 と を 有 す る 。 基 板 上 に は 、 少 な く と も １ つ の 導 体 パ ス と 、 こ の 導 体 パ
ス 上 の 少 な く と も １ つ の パ ワ ー 半 導 体 素 子 と が 配 設 さ れ て い る 。 こ の パ ワ ー 半 導 体 素 子 は
、 コ ネ ク タ 要 素 、 他 の 導 体 パ ス 、 及 び ／ 又 は 、 他 の パ ワ ー 半 導 体 素 子 と 、 回 路 に 適 し て 接
続 さ れ て い る 。 従 来 技 術 と し て モ ジ ュ ー ル 内 部 の こ の 種 の 接 続 部 は ボ ン デ ィ ン グ 接 続 部 に
よ り 成 さ れ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の 種 の パ ワ ー 半 導 体 モ ジ ュ ー ル の 内 部 絶 縁 の 従 来 技 術 と し て 誘 電 絶 縁 マ ス （ dielectr
ic isolation mass） が あ り 、 こ の 誘 電 絶 縁 マ ス は 、 所 謂 硬 質 注 形 材 又 は 所 謂 軟 質 注 形 材
又 は そ れ ら の 組 み 合 わ せ と し て 形 成 さ れ て い る 。 硬 質 注 形 材 は 、 そ の 化 学 的 な 構 成 と 、 そ
れ と 関 連 す る 健 康 上 の 危 険 性 と に 基 づ き 、 益 々 と そ の 利 用 が 少 な く な っ て い る 。 軟 質 注 形
材 と し て は 、 従 来 技 術 と し て 、 様 々 に 形 成 さ れ て い る シ リ コ ー ン ゴ ム バ リ エ ー シ ョ ン が そ
の 価 値 を 認 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 頻 繁 に 二 成 分 シ リ コ ー ン ゴ ム バ リ エ ー シ ョ ン が 使 用 さ れ 、 こ れ ら の シ リ コ ー ン ゴ ム バ リ
エ ー シ ョ ン は 、 パ ワ ー 半 導 体 モ ジ ュ ー ル へ の 充 填 直 前 に 初 め て 適 切 な 装 置 内 で 混 合 さ れ る
。 パ ワ ー 半 導 体 モ ジ ュ ー ル へ の 充 填 、 従 っ て そ の 内 部 絶 縁 は 、 絶 縁 す べ き 重 要 な 全 て の 構
成 部 品 を 確 実 に 覆 う こ と を 保 証 す る 充 填 高 さ に 至 る ま で 実 施 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 技 術 に よ る パ ワ ー 半 導 体 モ ジ ュ ー ル の 前 記 内 部 絶 縁 に お け る 欠 点 は 、 絶 縁 の た め に
必 要 で は な く 均 等 な 充 填 の た め に の み 必 要 で あ る 注 形 マ ス が 、 高 い 割 合 で パ ワ ー 半 導 体 モ
ジ ュ ー ル の 内 部 に 配 設 さ れ て い る と い う こ と で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 基 礎 を 成 す 課 題 は 、 電 気 特 性 を 同 様 に 留 め 、 使 用 さ れ る 絶 縁 マ ス の 量 を 少 な く
と も 半 減 さ せ る 、 パ ワ ー 半 導 体 モ ジ ュ ー ル 用 の 基 板 を 内 部 電 気 絶 縁 す る た め の 方 法 を 紹 介
す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 の 課 題 は 、 請 求 項 １ に 記 載 し た 方 法 に よ り 解 決 さ れ 、 特 別 な 構 成 は 下 位 請 求 項 に 記
載 さ れ て い る 。 本 発 明 の 基 本 思 想 は 、 冷 却 体 （ 即 ち ヒ ー ト シ ン ク ） 上 に 直 接 的 に 取 り 付 け
る た め の パ ワ ー 半 導 体 モ ジ ュ ー ル か ら 出 発 し 、 こ の 際 、 こ の パ ワ ー 半 導 体 モ ジ ュ ー ル は フ
レ ー ム 状 の 絶 縁 プ ラ ス チ ッ ク ハ ウ ジ ン グ を 有 す る 。 更 に こ の プ ラ ス チ ッ ク ハ ウ ジ ン グ は 、
好 ま し く は ハ ウ ジ ン グ と 一 体 式 に 結 合 さ れ て い る カ バ ー を 有 す る 。 第 ２ の カ バ ー 面 は 基 板
に よ り 形 成 さ れ 、 こ の 基 板 は 、 絶 縁 層 と 、 こ の 絶 縁 層 上 に 配 設 さ れ て い る 少 な く と も １ つ
の 金 属 層 と か ら 構 成 さ れ 、 こ の 金 属 層 は パ ワ ー 半 導 体 モ ジ ュ ー ル 内 部 側 に 設 け ら れ て い る
。 ま た こ の 金 属 層 は そ れ 自 体 が 構 造 化 （ 即 ち パ タ ー ン 化 ） さ れ 得 て 、 パ ワ ー 半 導 体 モ ジ ュ
ー ル の 少 な く と も １ つ の 導 体 パ ス （ 即 ち 導 電 路 ） を 形 成 す る 。 こ の 導 体 パ ス 上 に は 少 な く
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と も １ つ の パ ワ ー 半 導 体 素 子 が 配 設 さ れ て い て 、 こ の パ ワ ー 半 導 体 素 子 は 、 外 部 へ と 通 じ
る コ ネ ク タ 要 素 、 他 の 導 体 パ ス 、 及 び ／ 又 は 、 他 の パ ワ ー 半 導 体 素 子 と 、 回 路 に 適 し て 接
続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に 従 う 方 法 の 第 １ 構 成 は 次 の 本 質 的 な ス テ ッ プ を 有 す る ：
・ 　 基 板 の 形 成 。 そ の た め に は 少 な く と も １ つ の パ ワ ー 半 導 体 素 子 が 導 体 パ ス 上 に 好 ま し
く は ロ ウ 付 け 技 術 に よ り 配 設 さ れ る 。 引 き 続 き 、 パ ワ ー 半 導 体 素 子 、 コ ネ ク タ 要 素 、 他 の
導 体 パ ス 、 及 び ／ 又 は 、 他 の パ ワ ー 半 導 体 素 子 の 間 で 、 回 路 に 適 し た 接 続 部 が 製 造 さ れ る
。 こ の 種 の 接 続 部 は 、 好 ま し く は ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ 接 続 部 又 は バ ン ド ボ ン デ ィ ン グ 接 続
部 を 用 い て 製 造 さ れ る 。
・ 　 粘 性 の 誘 電 絶 縁 マ ス を 用 い た 基 板 の 表 面 被 覆 。 そ の た め に は 注 形 法 （ 即 ち 注 入 成 形 法
； キ ャ ス テ ィ ン グ ） が 好 ま し い と 示 さ れ て い て 、 そ の 理 由 は 、 そ の 際 、 絶 縁 マ ス が 、 例 え
ば ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ に よ り 覆 わ れ て い る 領 域 に も 確 実 に 充 填 さ れ る た め で あ る 。 注 形 法
は そ の 加 速 の た め に 圧 力 支 援 さ れ 得 る 。
・ 　 絶 縁 マ ス の 架 橋 （ 即 ち 加 硫 ） の 開 始 。 本 発 明 に 従 う 方 法 で は 、 好 ま し く は 、 架 橋 が 紫
外 光 又 は 温 度 の 作 用 を 用 い て 開 始 さ れ る 絶 縁 マ ス が 使 用 さ れ る 。 本 方 法 の こ の 時 点 で は 絶
縁 マ ス の 完 全 な 架 橋 が 回 避 さ れ な く て は な ら な い 。
・ 　 基 板 の 縦 軸 線 （ ｘ 軸 線 ） を 中 心 に し た 基 板 の 回 転 。 そ れ に よ り 、 過 剰 の 絶 縁 マ ス が 滴
下 し 得 て 、 設 け ら れ て い る ボ ン デ ィ ン グ 接 続 部 が 絶 縁 マ ス で 確 実 に 被 覆 さ れ 得 る 。 こ の 滴
下 ・ 被 覆 過 程 の 経 過 時 に 絶 縁 マ ス は 更 に 架 橋 す る 。 完 全 な 架 橋 が こ の 方 法 ス テ ッ プ 中 に 可
能 で あ る が 、 こ の 方 法 ス テ ッ プ 中 に も 架 橋 が ま だ 完 全 で は な い こ と が 好 ま し い 。
・ 　 パ ワ ー 半 導 体 モ ジ ュ ー ル の ハ ウ ジ ン グ 内 に お け る 基 板 の 配 設 。 ま だ 完 全 に 架 橋 し て い
な い 絶 縁 マ ス に お い て 、 こ の 絶 縁 マ ス は 有 利 に も ま だ 粘 着 材 料 と し て 作 用 し 、 こ の 粘 着 材
料 は ハ ウ ジ ン グ と 基 板 と の 間 の 接 着 接 続 部 を 製 造 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 注 形 法 が 圧 力 支 援 さ れ て い る 、 及 び ／ 又 は 、 従 来 技 術 に よ る ツ イ ス ト 噴 出 注 形 法 (Drall
strahlgiessverfahren)が 適 用 さ れ る と 、 特 に 有 利 で あ り 、 そ の 理 由 は 、 こ の 際 、 絶 縁 マ
ス が 迅 速 に 且 つ 均 一 に 基 板 上 に 分 配 さ れ る た め で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に 従 う 方 法 の 第 ２ 構 成 は 次 の 本 質 的 な ス テ ッ プ を 有 す る ：
・ 　 第 １ 構 成 に 従 う 、 基 板 の 形 成 。
・ 　 少 な く と も １ つ の パ ワ ー 半 導 体 素 子 を 装 備 し た 側 を 用 い た 、 誘 電 絶 縁 マ ス 内 へ の 基 板
の 浸 漬 。 こ の 際 、 絶 縁 マ ス は 、 例 え ば ボ ン デ ィ ン グ 接 続 部 の 下 側 に あ る よ う な 全 て の 中 間
空 間 内 に 浸 入 す る 。 引 き 出 し 及 び オ プ シ ョ ン と し て の 追 加 的 な 待 ち 時 間 中 、 過 剰 の 絶 縁 マ
ス が 滴 下 し 、 こ の 際 、 特 に 、 設 け ら れ て い る ボ ン デ ィ ン グ 接 続 部 も 、 絶 縁 マ ス で 被 覆 さ れ
得 る 。
・ 　 第 １ 構 成 に 従 う 、 絶 縁 マ ス の 架 橋 （ 即 ち 加 硫 ） の 開 始 。 以 前 の 方 法 ス テ ッ プ に 対 し 、
基 板 の 位 置 は 、 装 備 さ れ た 側 が 下 方 に 向 か っ て 維 持 さ れ る 。 従 っ て 、 ボ ン デ ィ ン グ 接 続 部
の 充 分 な 被 覆 が 達 成 さ れ る こ と が 保 証 さ れ る 。 第 １ 構 成 に 対 応 し て こ の 方 法 ス テ ッ プ で は
、 架 橋 が ま だ 完 全 で な い こ と が 好 ま し い 。
・ 　 第 １ 構 成 に 対 応 す る 、 過 剰 の 絶 縁 マ ス の 滴 下 と 、 絶 縁 マ ス を 用 い た 、 設 け ら れ て い る
ボ ン デ ィ ン グ 接 続 部 の 確 実 な 被 覆 。
・ 　 第 １ 構 成 に 従 う 、 パ ワ ー 半 導 体 モ ジ ュ ー ル の ハ ウ ジ ン グ 内 に お け る 基 板 の 配 設 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に 従 う 方 法 の 両 方 の 構 成 に お い て 、 パ ワ ー 半 導 体 モ ジ ュ ー ル の 絶 縁 す べ き 全 て の
部 分 が 、 特 に ボ ン デ ィ ン グ 接 続 部 も 、 誘 電 絶 縁 マ ス を 用 い て 十 分 に 架 橋 さ れ 被 覆 さ れ て い
る こ と は 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 更 に 、 本 発 明 に 従 う 方 法 の 両 方 の 構 成 に お い て 、 基 板 が 滴 下 中 に 一 時 的 に そ の 垂 直 軸 （
ｚ 方 向 ） を 中 心 に 回 転 さ れ 、 そ れ に よ り 滴 下 が 加 速 さ れ る と 有 利 で あ る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 同 様 に 、 滴 下 方 法 ス テ ッ プ 中 に 基 板 が 真 空 で 付 勢 さ れ る と 有 利 で あ り 、 そ の 理 由 は 、 そ
れ に よ り 場 合 に よ り 設 け ら れ て い る 絶 縁 マ ス 内 の ガ ス 封 入 物 が 有 効 に 除 去 さ れ る た め で あ
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 本 発 明 を 図 １ 及 び 図 ２ と 関 連 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ は 、 従 来 技 術 に よ る パ ワ ー 半 導 体 モ ジ ュ ー ル の 断 面 を 示 す 図 で あ る 。 冷 却 体 （ １ ０
） と 、 こ の 冷 却 体 （ １ ０ ） 上 に 配 設 さ れ て い る パ ワ ー 半 導 体 モ ジ ュ ー ル の 基 板 （ ２ ０ ） と
、 こ の 基 板 （ ２ ０ ） を 囲 ん で 覆 っ て い る ハ ウ ジ ン グ （ ６ ０ ） と が 描 か れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 基 板 （ ２ ０ ） は 、 絶 縁 材 料 ボ デ ィ （ ２ ４ ） 、 好 ま し く は 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 又 は 窒 化 ア ル
ミ ニ ウ ム な ど の よ う な 産 業 セ ラ ミ ッ ク 、 並 び に 、 こ の 絶 縁 材 料 ボ デ ィ （ ２ ４ ） の 両 側 に 設
け ら れ た 金 属 層 （ ２ ２ 、 ２ ６ ） か ら 構 成 さ れ て い る 。 こ の 際 、 こ れ ら の 金 属 層 （ ２ ２ 、 ２
６ ） は 、 周 知 の Ｄ Ｃ Ｂ 法 を 用 い て 絶 縁 材 料 ボ デ ィ （ ２ ４ ） 上 に 施 さ れ て い る 。 ハ ウ ジ ン グ
（ ６ ０ ） の 内 部 側 の 金 属 層 （ ２ ６ ） は そ れ 自 体 が 構 造 化 （ 即 ち パ タ ー ン 化 ） さ れ て い て 、
従 っ て 互 い に 絶 縁 さ れ て い る 導 体 パ ス （ 即 ち 導 電 路 ） を 形 成 し て い る 。 こ れ ら の 導 体 パ ス
は 、 ダ イ オ ー ド 、 サ イ リ ス タ 、 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ 、 及 び ／ 又 は 、 Ｍ Ｏ Ｓ ・ Ｆ Ｅ Ｔ の よ う な パ ワ ー 半
導 体 素 子 （ ３ ０ ） と 、 セ ン サ 構 成 要 素 （ ５ ０ ） と を 支 持 し 、 こ れ ら は 導 体 パ ス 上 に ロ ウ 付
け 接 続 部 を 用 い て 配 設 さ れ て い る 。 他 の 導 体 パ ス （ ２ ６ ） と の パ ワ ー 半 導 体 素 子 （ ３ ０ ）
の 回 路 に 適 し た 他 の 接 続 部 は ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ 接 続 部 （ ３ ２ ） を 用 い て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 外 部 の 導 線 と 、 基 板 （ ２ ０ ） の 導 体 パ ス （ ２ ６ ） を 電 気 接 続 さ せ る た め の 接 続 要 素 は 、
コ ン タ ク ト バ ネ （ ８ ０ ） に よ り 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の パ ワ ー 半 導 体 モ ジ ュ ー ル の 内 部 絶 縁 部 は シ リ コ ー ン ゴ ム （ ７ ０ ） に よ り 形 成 さ れ て
い て 、 こ の シ リ コ ー ン ゴ ム （ ７ ０ ） は 、 パ ワ ー 半 導 体 モ ジ ュ ー ル の 内 部 を ほ ぼ 半 分 の 高 さ
に 至 る ま で 満 た し て い る 。 そ れ に よ り 、 シ リ コ ー ン ゴ ム （ ７ ０ ） に お い て 基 板 （ ２ ０ ） と
は 反 対 側 の 表 面 （ ７ ２ ） は 平 坦 な 面 を 形 成 し て い る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 に 従 っ て 形 成 さ れ た 内 部 絶 縁 部 を 有 す る パ ワ ー 半 導 体 モ ジ ュ ー ル を 示 し
て い る 。 冷 却 体 （ １ ０ ） と 、 パ ワ ー 半 導 体 素 子 （ ３ ０ ） を 備 え た 基 板 （ ２ ０ ） と 、 そ れ ら
の パ ワ ー 半 導 体 素 子 （ ３ ０ ） の 回 路 に 適 し た 接 続 部 と は 、 図 １ と 同 様 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ こ で 絶 縁 マ ス （ ７ ０ ） は 、 本 発 明 に 従 う 方 法 の 両 方 の 構 成 に 従 っ て 基 板 （ ２ ０ ） 上 に
施 さ れ た も の で あ る 。 こ の 絶 縁 マ ス （ ７ ０ ） は 、 基 板 （ ２ ０ ） の 縁 に 至 る ま で 施 さ れ 、 基
板 （ ２ ０ ） を ハ ウ ジ ン グ （ ６ ０ ） に 配 設 す る 前 に は ま だ 完 全 に は 架 橋 さ れ て い な い も の で
あ る 。 こ こ で ハ ウ ジ ン グ （ ６ ０ ） は 、 そ の 配 設 時 に 互 い に ハ ウ ジ ン グ 幅 の 一 部 に 渡 っ て 凹
部 （ ６ ２ ） が 残 る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ こ で 、 こ の 凹 部 （ ６ ２ ） 内 に 配 設 さ れ て い る
絶 縁 マ ス （ ７ ０ ） は 、 そ の 完 全 な 硬 化 の 後 、 ハ ウ ジ ン グ （ ６ ０ ） と 基 板 （ ２ ０ ） と の 間 の
接 着 接 続 部 と し て 作 用 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 に 従 う 方 法 に よ り 施 さ れ た 絶 縁 マ ス （ ７ ０ ） は 表 面 （ ７ ４ ） を 有 し 、 こ の 表 面 （
７ ４ ） は 、 基 板 （ ２ ０ ） で あ っ て こ の 基 板 （ ２ ０ ） 上 に 配 設 さ れ て い る パ ワ ー 半 導 体 素 子
（ ３ ０ ） と ボ ン デ ィ ン グ 接 続 部 （ ３ ２ ） と を 備 え た 基 板 （ ２ ０ ） の 輪 郭 線 に 従 っ て い る 。
本 発 明 に 従 う 方 法 及 び そ れ に よ り ４ ０ ０ ｍ Ｐ ａ ・ ｓ と １ ４ ０ ０ ｍ Ｐ ａ ・ ｓ と の 間 に 調 整 さ
れ て い る 絶 縁 マ ス （ ７ ０ ） の 粘 性 に 基 づ き 、 基 板 （ ２ ０ ） の 全 て の 表 面 と 、 全 て の パ ワ ー
半 導 体 モ ジ ュ ー ル （ ３ ０ ） と 、 中 で も 全 て の ボ ン デ ィ ン グ 接 続 部 （ ３ ２ ） と が 、 そ れ ら の
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電 気 絶 縁 の た め の 十 分 に 覆 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 更 に 絶 縁 マ ス （ ７ ０ ） は 次 の パ ラ メ ー タ を 有 す る ： 固 有 体 積 抵 抗 は １ ０ １ ５ Ｏ ｈ ｍ よ り
も 大 き く 、 誘 電 率 は ２ .５ と ３ と の 間 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 パ ワ ー 半 導 体 モ ジ ュ ー ル の 基 板 の 内 部 絶 縁 部 を 形 成 す る 本 発 明 に 従 う 方 法 に よ り 、 使 用
さ れ る 絶 縁 マ ス （ ７ ０ ） の 量 が 、 電 気 特 性 が 変 更 さ れ る こ と な く 、 半 部 よ り も 多 く 減 少 さ
れ た こ と は 明 ら か で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 従 来 技 術 に よ る パ ワ ー 半 導 体 モ ジ ュ ー ル の 断 面 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 従 っ て 形 成 さ れ た 内 部 絶 縁 部 を 有 す る パ ワ ー 半 導 体 モ ジ ュ ー ル を 示 す 図
で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 １ ０ 　 　 冷 却 体
　 ２ ０ 　 　 基 板
　 ２ ２ 　 　 金 属 層
　 ２ ４ 　 　 絶 縁 材 料 ボ デ ィ
　 ２ ６ 　 　 金 属 層
　 ３ ０ 　 　 パ ワ ー 半 導 体 素 子
　 ３ ２ 　 　 ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ 接 続 部
　 ５ ０ 　 　 セ ン サ 構 成 要 素
　 ６ ０ 　 　 ハ ウ ジ ン グ
　 ６ ２ 　 　 凹 部
　 ７ ０ 　 　 絶 縁 マ ス （ シ リ コ ー ン ゴ ム ）
　 ７ ２ 　 　 絶 縁 マ ス の 表 面
　 ７ ４ 　 　 絶 縁 マ ス の 表 面
　 ８ ０ 　 　 コ ン タ ク ト バ ネ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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